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 大阪大学レーザーエネルギー学研究センターで

は高燃料密度の高速点火実験を行うために重水

素の固体燃料層を持つターゲット（以下重水素ク

ライオターゲットと呼ぶ）を開発している。重水

素クライオターゲットの製造方法として、中心点

火方式では米国ロチェスター大学で赤外線加熱

法が研究されている[1]。この手法はターゲットを

積分球内に設置し、燃料を充填後、赤外線で固体

燃料層を等方向的に加熱し、内部で起こる昇華を

利用して厚みが均一な固体燃料層を形成すると

いうものである。ターゲットに照射される赤外線

の強度は燃料層の移動速度に関係し、強度が高い

ほど早く移動する。本研究の最終目的はこの赤外

線加熱法を高速点火ターゲットの燃料層形成に

応用することであり、その前段階として、軽水素

を模擬燃料として用いた原理実証実験を行うた

めの装置を開発し、性能評価としてターゲットに

照射される、積分球中心付近での赤外線強度の測

定を行った。 

 積分球内では壁面での吸収や窓からのロスに

より、入力した赤外線がすべてターゲットに吸収

されないため、ターゲットに照射される赤外線の 

 
Fig.1 赤外線強度測定実験の配置図 

 

強度は実測してみなければわからない。今回の実

験ではターゲットに照射される赤外線強度を、液

体水素の蒸発速度から測定した。Fig.1に実験の模

式図を記す。赤外線により液体水素が気化し減少

する様子を望遠カメラを用いて撮影し、液体の体

積を計算した。Fig. 2に結果を記す。液体水素とガ

ラスフラスコに吸収された赤外線のエネルギー

がすべて液体水素の蒸発に使われたと仮定した

場合、水素の体積は以下の理論式に従って減少す

ると考えられる。 
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ただし、Vは体積、αは吸収係数、Iは赤外線強度、

ρは密度、ΔHは昇華熱量、tは時間である。また、

添え字のH2は液体水素を、glassはガラスフラスコ

を表す。実験結果を理論式の形でフィッティング

し、赤外線の強度を計算した。その結果、この実

験装置では数 W/m2の赤外線を照射できることが

確認できた。これにより、赤外線強度がわかって

いる条件下で、赤外線加熱法を高速点火実験に応

用するための原理実証実験が可能となる。 

 
Fig.2 赤外線加熱による液体水素の減少 
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